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ヒョド F バナ属 Eupatorium は菊科に属L 、約40 I ずる。
種を含む比較的小さな属であるがその分布は広く全世 l 材料はすべて野生のものを用い、根端細胞をふ
界にわたっている。北村由郎氏(1937)は日本産本属値 I oxyquinoli聞で前処理 L た後酷酸オルセインお L つぷ
物として 9種、 3変種を記載し、自然交雑による種間 IL法によった。この方法は梁色体研究の新L ¥ ，、テグニ
書曜が多く認められることを報笥 L ている。ヒヨドリ | アグであって、その詳細については藤原が別項〈※1 )
メナ属の細胞学的研究と L てはI - Iolmg聞く1919泌; 6  Iに解説L ているの弐ここでは省略する。観察と描画は
種、 Coop目 & Mahony (1935) が 2種について染色 I190頁参照、油浸レンズおよびλbbe描商装置を用い、
体数を報告 L た。日本震本属の植物についての報告I f I  3600倍に転写した。染色体の腕の長さは接眼ミグロメ
全くなし梁告体数も不明のままであった。タ戸によって測定L 着糸点の位置を定めた。
筆者等は兵庫県産本属植物 5種類について新に染色| 材籾と L て用いたヒヨドリバナ属の採集地と決定L

体数を決定 L 、紫色体の形態を分析 L たので次に報告 i た梁色体数は次の如くである。くTable 1) 
Table 1. 兵庫県産ヒヨドリバナ属の梁色体数

" "  w . '  2n染色植 物 名 l 産地 u対口
IAE. ' 1 B 体数

Eupatorium Lindleyanum DC. サワヒヨドロ J 神戸市六甲山 I  20 
E. japonicum T mJ'NB. ， .  ヒヨドリメナ 加古郡天満村 31 

E. laciniatum サケメ1ヒヨドリ 神戸市雌岡山 30 

E. stoecadosumum H .ANCE ブジバカマ 明石公園 40 

E. japonicum THUNB. 5x 5倍体ヒヨドロバナ 神戸市雌岡山 50 

上の表によってわかるよろにこの属の染色体基本数 2) E. japonicum ヒヨドリメナ (Fig.2)
は10であってお= 20の 2倍種のほかに 3 倍種、 4倍 l この穫は北海道より九千Hに至る日本全国に分布L て
種、 5倍種および轍体 3倍種が発見された。即日 lL也に短毛を帯び紫点がある。体細胞染色体は31で
の属においても10を基本数三ずる2n=20，30， 40， 50 天然の 3倍体が異数性になったものと考えられる。即
の倍数性が認められる0 ・ 'l?30個は 3個ずつ同形同大の10組に分けられ、 1個過

1 :剰の染色体がある。 31個の号ち最大の 3個(1，2，めはわ Eupatorium Lindleyanum サワヒヨドロ (Fig.1) bmedian に次の 3個 (4，5，6) は subtermina1 に着
日本会固に分布L 各地に最も普通の種であって、ゃ l糸点をも払これより小さい 6個のうち 3個(7，8，9)

や銀地に生育するo 本属における基本種の 1つであ iは subtermina1 に、百億(10，11，12)
る。体細胞染色体20個は大さの順に10対に配列す・るこ i 着糸点をもっ。次の大さの 6個のうち 3個( 13，.14，15)
とができ最大の 2対(1，2;3，4)は染色体の中央を少 L は は subtermina1. 3個 16，17，18) はsubmedianであ
ずれた位置即ち submedianに着糸点〈紛錘糸附着点、
原動体〉がある。次の大さの 2対のうち 1対日，6)は染「むれより小さい 4 個のうち 3 個 (25，26，27) はいb

subme伽であるo 最小の 1組
れ他の 1対 (7，めは submedianである。次の大さ (29，30，31) の着糸点は submedian である。
の4 対のろち 1対 (9，10) は極端な subterminal で 3) E. laciniatum サケパヒヨドリ (Fig.3)
2対 (11，12; 13， 14) はこれより少L 中央によった i 本種の分布は本州、沖部以南にl浪られているo 体細胞
S日btermina1、他の 1対 (15，16) は submedian であ 染色体30あれ大さと形とから 7群が区別できる。最
る。次の 1対( 17，18) は submedian に、最小の 1対 大の 6個のうち 3個(1，2，3)は subtermina1 に、他の
(19，20) はsubtermina1 に着糸点をもっている。 ! ※ 1藤原子染色体研究の新じい万法同忌 p.245

寸 189 ー



3個性，5，6)は submedian に着糸点をもち次の大さの l岡大の10組に分けられる。最大の 1組 (1，2，3，4) は
6個は submedian であるが、ろち 3個 (7，8， 9) は，1 submedian I乙着糸点をもち、次の大さの 2組のちち 1
subtermina1 に近く、 3個( 10，11，12)は median(中 | 組(5，6，7，8) ね:subtermina1 に、 1組 (9，10，11，12)
部〉に近い。次の大さの10個のうち 3個( 13，14，15) は| は sl1bmedian に着糸点をもっ。これより小さい2 組
問 btermina1 に 7個 (16，17， 18， 19， 20，21，22) は| は共に submedianであるが、ろち 1組 (13，14，15，16)
submedian に着釆点があり、最小の 8個 (23，24，25， 1 は subtermina1 に近く、 1組 (17，18， 19， 20) は
26，27，28，29，30) の着糸点t玄関bmedian である。 1 submedian に近い。次の 2組のろち 1紐 (21，22，23，
4) E. stoecadcsumum フジバカマ (Fig. 4) 1  24) の着糸点は subtermina1 で 1組 (25，26，27，28)
津唾t主秋qコ七草の lつでその分布は木小| ドド部以南に| は sl1bmedian である。次の 1組 (29，30，31， 32) は

限られ、茎は無毛、薬が 3裂するのでヒヨ 'r- l Jバナと 1 submedian、これより少L 小さい 1組(33，34，35，36)は
区別Lやすし: 。体細胞梁色体は40あり、 4個ずつ同形 I subtermina1 であって最小の 1組 (37，38，39， 40) は
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Figs. 1-5 Eup'atoril1m ヒヨドリバナ属の梁色体 x1500
Fig. 1  Eupatorium Lindleyanl1m  DC. サワヒヨドロ。 Fig. 2  E. japonicum TtI U N B， 
ヒヨドリバナ。 Fig. 3  E. laciniatum 4  E. stoeca-
dosumum H A N C E ブジメカマ o Fig. 5  E. japonicum T H U N B _  5x 5倍体ヒヨドリメナ。-

submedian でおる o は submedian である。これより小さい 4個 (29，30，
5) E. japonicum (Fig.5) i  31，32) は sl1btermina1 で次の大さの 6個のろち 4個
本種は花や奨の外形が 3倍種と極めて類似L ている I (33， 34， 35， 36) は subtermian1、 2倒 (37，38) は
が、 3倍E重は葉阪毎に花序をつけるが5倍種は茎の頂 sl1bmedianである。次に小さい 7個 (39，40，41，42，43，
部のみに花序が見られる。体細胞染色体は50あり、形 I44， 45) は subtermina1 に、これより更に小さい 3
と大さとから11群に区別される。最大の 2伺( 1 ，わと| 個性6，47，48)は submedian に最小の染色体 (49，50) 
次に大きい 9個のちち 2個 (3，4) とは共にsubterminal I は subterminal にそれぞれ着糸点幸子もっている。
に着糸点をもち、残る 7個 (5，6， 7， 8， 9， 10， 11) は | 以上兵庫来産ヒヨドリバナ属植物 5種類について観
帥 median に着点をもっ。次の大さの17個の染色体の| 察した結果この属の梁色体基本数は肘あって 2倍種
4ち 8個 (12，13， 14， 15， 16， 17， 18， 19)は sub- I のi也に 3倍降、 4倍砲、 5 f音穐および異数体 3倍種を
termina1 で 9個 (20，21， 22， 23， 24，25，26，27，28) 1 認めたが17を基本数と L た系統のものはなかった。
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新著紹介
大阪市立大学教授理学博士、三木官著
メタセコイア( 生ける化石植物〉
135版 164頁写真14 遺体図 135
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市h  1: 
体細胞紫色体は比較的小形で染色体の分析には可成り
の困難が伴った。. l i !Oち最大の梁色体はヒヨド JJ，メナ 5
倍体の第 1お止び第2梁色体で全長 6.6μ、最小め染
色体は第49および第50梁色体で全長僅かに1 . 6μにす
ぎない。最大染色体を 1 とす・るときの長小染色体の長
さはサワヒヨドリ 0.52、サケメヒヨド JJ 0.60、k ョド

I  
定価 45' 0 円送料50円昭和28年 7 月10日発行 d

発行所京都市上京民烏1L出水西ス
|  白木礎物趣味の会〈振替京都目411)0.24であって、 5倍種を除き染色体の長さの差が少 1i  著者が縞物遺体の研究に関す・る世界的権威者であるない。分析 L l;こ171 の染色体において着糸点がmedian [  
| ことは有名で; l b 1) ，殊にメタセコ J( アに関する研究に，のものは全く認証うられず subtermina1 のもの 75(43. I  
| より昭和25年度朝日文化賞及ひ京都文化院賞を受けた9戸入 submedian のもの 96(56.1戸〉である。菊科嫡|
| ことは、まだ苔々の記憶に新たなことである。その著物の他の多く! の属に比べて subtermina1 の篇糸点を|1:者が今回著者の多年の経験と貴い研究の成果を極く分もった染色体が著L く多いことはi注目すべきことで、 !  
| り易く示L たのが本書でおる。古生物学的な地味な研本属が比較的起原の新L いものであることを示すもの|

と恩われる。核型から見てサケバヒヨドロは異質 3倍| 究は何カ者h の生活と速く離れ戸ものを感ぜL めるが
| 木警はそれらの欠点をよく克服して、古生物即ち化石体、フジバカマは同質4倍体で2らって、ヒヨドリバナ|

には肉質 3倍体の異数体と異質 5倍体とが見られる。 1 . & l F 遺体〈半イ七右〉の研究がどれほど都の生活捕
また染色体数および闘の上から本属の各種はかなり iひっし、ているかをメタセコイア宇中心して明快に書

[  : かれている。し: かも英処に高度の学究的な真面目な輿
される。 町 | 球のある図や記載が満載されて戸、る二とは讃者の数

S u m m的〆 1 10輔の身をもアて体験した数々の研究成果にまるも
| ので、これも従来の解説書とは全く越を異にしているわ The chromQ喝o m e numbers of five speclEs of I  
I  j努である oEupatorium from Hyogo prefecture are counted. I  

E. L iLd1eyanum 2n =  20; E. japonicum 2n = 幻; 1  この中で取扱われている植物遺体は笑に n科、 1悦
E. laeiniatum 2n三30; E.的問伽uかu m 2n=40. i属 283 種に及びそρ内今日絶減したものは 1科、 20

i]忌問題に達している。しかも図は135葉で300盤以上E. japonicum 5弘 2n=50.
わT h 巴 k町内pes of Eupato伽 n蹴伽racte帥 dl を画き、その殆んど著者の原図によることも「習本書

| が権威あるものとしている o '  by the increased nunibers of subterminally at; I  
tached chromosomes. 京都履物分類、錦、脇島に興味の抗人々は勿

265)から〉
37. B. p守lucida Kurcda et H 泊 e 1953 
e  ベツコウオナジマイマイ( 屋久島〉
38. Bradybaena submandarina (P些立) 1890 

チヤイロマイマイ( 西表〉
39，' B. submandarina magna (Pilsbry) 1901 

ウスチヤイロマイマイ¥ (安房〉
40. Fruticicola'(Acusta) despectapraetenuis Pi1sbry 
et 1五rase.1904 すすスミウスカワマイマイ

41. 'Euhadra herklotsi nesiotica(Pilsbry)"1902 
タカチホマイマイ〈西表、安房〉

42. Gulella (Sipoennea) iwakawa yakushimae 
(Pi1虫ry) 1901 ヤグシマタワラガイ〈西表、小杉
谷、安房〉

ぺ〔以、下 genital-system の記載は次号へつづく〕
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| 論、今後遺体を研究する人h 、それに伴って石炭関係
の人々には必読の良書と思われる。
なお現在苗木として盛んに増殖されているメタセコ
イア〈メタセコイア保存会、犬阪市立大学理工学部内〉
は漸く一般に飯売される程に増殖され、その生長の早
いが為に種々な舟途、殊にパルプ資源とじての将来に
ついても本書は見逃せぬ内容をlJ)U bてし、る。

〈大阪市立大学理工学部高田英夫〉
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